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戸張孤雁《女学生》1920
「もうひとつの日本美術史——近現代版画の名作 2020」展より
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　出品総点数 336 点による展示です。た
いへんな量と感じられますが、日本の版画
の歴史は長く、その現れは多様であり、こ
とに近現代版画の孕む熱量を表現するに
は、十分ではありません。取り上げるべき
作家も、ジャンルも、ご覧いただきたい作
品もまだまだありました。

　2020 年、和歌山県立近代美術館は開館
50 周年を迎えました。この年を記念し、
また延期になりましたが、東京オリンピッ
ク · パラリンピックにあわせて日本の文化
を海外へも紹介しようと福島県立美術館と
企画した展覧会でした。数々の過去の「名
作展」を振り返ると、たとえば 1964（昭和
39）年の東京オリンピック芸術展示として開
催された「近代日本の名作」展で取り上げら
れた版画作品は、棟

む な か た  し こ う

方志功の1 点、浜
はまぐち

口
陽
ようぞう

三の 2 点だけでした。日本の近代美術
史を語る時、版画は長らく充分に評価され
てこなかったと言えるでしょう。
　しかしながら、浮世絵は西欧の近代美
術を多彩にし、それが日本の近代美術に
刺激を与えたように、時間と場所を巡って
多様な価値を持つものです。さらに戦後の
版画家たちの国際的な活躍は、海外で日
本の現代美術が認められるきっかけを作っ
たことを例にひくまでもなく、版画はまち
がいなく日本の美術を特色あるものにして
います。

　本展では、明治の印刷物からはじまり、
1990年代の表現までを次の10章で構成し、

版画で近現代日本美術史を編むこと、それ
によって従来の日本美術史をより豊かにす
ることを目指しました。

　1.「版画」前夜——印刷の中の美術
　2. 版画に向かう画家たち——『方寸』の時代
　3. 自己を刻む——創作版画という青春
　4. 日本の版画を求めて——新版画という挑戦
　5. 自立する版画——日本創作版画協会のころ
　6. 版画の東西——震災、都市、モダニズム
　7. 社会の中で——日本版画協会のころ
　8. 版画の戦後——再生、そして世界へ
　9. 版への問い——版画の「現代」
  10. 版に託す——私、心、イメージ

　日本の近現代版画については、これまで
にも多くの優れた展覧会が開催されていま
す。しかし、時代とジャンルを絞った企画
が多く、近代版画と現代版画を同時に見る
機会はなかったのではないでしょうか。近
現代を通した展示を思い浮かべると、戦前
の近代版画と戦後の現代版画の間にある
違いが強く感じられ、同じ場で紹介するこ
とは難しくも思われます。
　それは、大正期以来、作り手による自画 ·
自刻 · 自摺を前提とする創作版画が、美術
としての版画として認められてきたことに対
し、戦後の国際版画展を舞台に高く評価
された現代版画には、リトグラフやシルク
スクリーンの工房との共同制作や同時代の
印刷術であるオフセットで制作された作品
などが含まれており、版画とは何か、とい
う点において自然な連続性が失われたかの
ように見えるからです。

　自画 · 自刻 · 自摺こそが、美術としての
版画を成り立たせるものという考えはわか
りやすく、それだけに強く作用していまし
た。いまでは常に創作版画の始まりに置か
れる山

やまもと かなえ

本鼎の《漁夫》さえも、雑誌『明星』
に掲載された印刷機による機械刷りであっ
たために、創作版画の展覧会では戦後ま
で取り上げられていません。*1 しかし、その
印刷を版画の母体と捉えれば、近代版画
と現代版画をつなぐことができるのではな
いかと考えました。
　印刷術は、ただ図版の複製に役立った
わけではありません。明治の印刷業界で
は、たとえば、石版による複製製版に携
わる技術者たちも、原画を描いた作者の
意図を理解するために日本画と洋画を学ん
だように、自身の仕事の創造的な側面に
意識が向けられていました。*2 だからこそ、
技術者として版を学んだ人たちの中から山
本鼎や織

お だ  か ず ま

田一磨のような版画家が育ったの
だと思います。そして橋

はしぐち ごよう

口五葉のような洋
画家も彫師と摺師との共同作業で制作する

「新版画」に創造の可能性を見いだすことも
できたのです。
　そのような創造への思いを持つ技術者た
ちの手がけた印刷物は、子どもだったのち
の版画家たちの心をつかんだことでしょう。
彼らの回顧には、必ずと言っていいほど教
科書や雑誌の挿絵、ときには絵草紙屋の
思い出がいきいきと描かれます。印刷物に
は、肉筆にはない魅力があり、ペンで絵
を描き、活字に似せた文字を手書きして私
家本を作った版画家は回覧雑誌『密室』を

版画の歴史はもうひとつの日本美術史
開館 50 周年記念展「もうひとつの日本美術史——近現代版画の名作 2020」

硲伊之助《南仏の田舎娘》1931（昭和 6）　
木版　当館蔵

浜口陽三《巴里の屋根》1956（昭和 31）　
銅版　当館蔵

田中恭吉《焦心》1914（大正 3）
木版　当館蔵

橋口五葉［画］《化粧の女》1918（大正 7）
木版　当館蔵

 会期：2020（令和 2）年 9 月 19 日（土）― 11 月 23 日（月） 



2
和歌山県立近代美術館NEWS No.105

友人と作った田中恭吉たちをはじめ、少な
からずいます。数々の創作版画誌にしても、
版画そのものはもとより、本への憧れ、あ
るいは印刷物への親しみがなくては生まれ
なかったものです。技術と美術の間は、思
いのほか近いということが、版画に対する
興味深い視点を与えてくれました。

　展覧会準備中にCOVID–19 の拡大が始

まり、お訪ねして作品の調査や拝借をお願
いできる範囲を狭くするほかなかったうえ
に、図書館へ調べ物にさえ行けず、それ以
前に開催そのものも危ぶまれました。あの
不安だった時期にご協力くださった所蔵者の
皆様と各美術館にお礼を申し上げます。
　そうしたなかでも準備を進められたの
は、当館も福島県立美術館も、地方美術館
として地域の風土に向き合い、そこで生み
出される表現、なかでも、出身作家を核と
した版画の収集に力を入れてきた館である
からです。美術館の活動に、コレクション
がいかに大切かを改めて感じています。
　それだけに、この展覧会は今後の版画コ
レクションの充実にあたり、留意すべき点
を明らかにする機会となりました。木版画
を中心に紹介されてきた日本近代版画史の
中で、明治になって市中に普及したため、
より印刷のイメージが強い銅版画と石版画
の存在感が大きかったことに私自身も新鮮
な驚きを覚えています。さらに関西の版画
の持つ精緻な表現の独自性、画家の版画
工房との制作が版画家たちに与えた影響な
ど、これから学ぶべきいくつもの課題を得
ました。いつになく長い時間を展示室で過
ごしていらした来館者の方々にも、驚きと
発見があったとすればなによりです。
　そして、この展覧会の図録は、美術館
連絡協議会の 2020 年美連協大賞において

「優秀カタログ賞」を受けたことをここでご
報告します。　　　　　　　 （植野比佐見）

会場風景

横尾忠則《「第 6 回東京国際版画ビエンナーレ」
ポスター》1968（昭和 43）　オフセット
当館蔵　©TADANORI YOKOO

井田照一《Stone, Paper and Stone》
1976（昭和 51）　石版（両面刷）　当館蔵

斎藤 清《凝視（花）》1950（昭和 25）　
木版　福島県立美術館   ©Hisako Watanabe

福井良之助《静物》制作年不詳　謄写版　当館蔵

瀬尾典昭「受容史——山本鼎の版画はどのよう
に見られてきたか」『山本鼎生誕 120 年記念展』
図録、上田市山本鼎記念館、2002 年、10–17 頁。
野村廣太郎『日本石板版画の思い出』、富士精
版印刷株式会社・新日本セイハン株式会社、
1992 年、7 頁。

＊ 1

＊ 2



3和歌山県立近代美術館NEWS No.105

模様の規則性について
藤本

　はじめに、多くの模様に認められる規則
性についてお尋ねします。揖

かじ

さんのご発表
でも、魚の模様の数理モデルについてご紹
介いただきましたが、ほかの分野でも、数
学的な規則性が認められる模様が確認さ
れるのでしょうか。
　現代では、模様ではなく絵画に分類され
ますが、たとえばジャクソン · ポロックのド
リッピング、絵の具を垂らした代表作につ
いて、雪の結晶やアンモナイトの構造など、
自然界に存在するフラクタル模様と同じ規
則性が認められるということが、近年数学
者の研究で証明されています *1。ポロック
の絵と同様に、人が見て心地良いと感じる
リズムや繰り返しなどが、古くからさまざ
まな模様にもあると思われますが、いかが
でしょうか。

萩野谷

　縄文土器や弥生土器の文様をよく観察し
てみると、やはり厳密なルールが決まって
いて、その約束事に基づいて土器が作ら
れていることがわかります。たとえば、土
器の上につく突起の数。土器を上から見る
と円いですよね。その突起が、たとえば
5 単位や 8 単位など、おおよその数がルー
ルとして決まっていたようです。そういった
数の概念や、文様のレイアウト、あるいは
一見自由に描いているように見える文様で
あっても、凹凸の表現方法やモチーフの組
み合わせなどできわめて規則性が認めら

れます。ただし、丁寧に、きれいに文様
を描く時期だけでなく、ものすごく乱雑に
描くようになる時期もあって、それを我々は

「へたくそ」と表現もするのですけれど。で
も、それは土器を作った人の概念の中で、
下手であったかどうかはわかりません。我々
が土器を見て感じる美しい、下手という概
念が、古代人のルールの中での美しい、下
手、という概念と合致するかどうかはわか
らないということも、日常的に土器を観察
していて感じることでもあります。

藤本

　全体のバランスなどが、土器においても
意識されていたりするのでしょうか。

萩野谷

　そうですね。バランスというのはかなり
意識しています。左右対称とか、均一性と
いうことを十分に意識しているものが非常
に多いかなとは思います。

藤本

　古代の人々 は日常的に自然に接し、自然
の中にある規則性に馴染みを持っていたが
ために、そういった表現が生まれたのかな、
と想像します。

大河内

　仏教美術の場合でも、唐草、花、ある
いは流水など、さまざまな自然のモチーフ
の文様が、きわめて規則的に作られてい
ます。唐草にしても、蔓の曲がり方や、そ
の先で何本枝分かれしているか、というこ
とにも規範があります。それを展開させて
つなげるなどを繰り返すなかで文様がで

きていく。ギリシャ発祥のパルメット文様
の花や蔓の表現にも規則性が認められま
す。確かに、自然由来のモチーフを使って
いるのだけれど、そこに、それこそ数学的
な、何か数値化できるようなパターンに基
づき意匠化していく作業があるように思い
ます。

近藤

　それに色の要素が加わってくると思いま
す。意匠化された自然のモチーフにさらに
さまざまな色を重ねる。たとえば駿河屋の
和菓子は、ひとつの規則性に基づく模様に
いろいろな色を重ねています。どのような
色で模様を表現するか、ということも重要
だと思います。
　模様と色の関係については、大河内さん
の話で「金色に金色を重ねる行為」つまり

「加飾する行為に意味がある」というのが
大変興味深かったですね。色を重ねていく
行為自体に意味があると。

大河内

　縄文土器にもいろんな種類がありますけ
れど、造形の上でも文様の上でも、なぜそ
こまで加飾しようとしたのかということにつ
いて、いかがお考えですか。

萩野谷

　本当に根源的な、大きな問題だと思いま
すね。縄文土器と弥生土器を比べてみて
わかるのは、縄文土器というのは、加飾
性とか立体的な装飾というものにかなり力
を入れている。もちろん、時期による差が
あって、縄文時代の早期 · 前期や、西日本

紙上シンポジウム「もようがたり」
企画展 もようづくし

2020（令和 2）年 4 月 25 日（火）＊—6 月28 日（日）
＊緊急事態宣言発令の影響に伴う臨時休館により、実際には 5月8日（金）より開会

パネリスト
・萩野谷 正宏（右写真：左上）

　和歌山県立紀伊風土記の丘主査学芸員

・大河内 智之（右写真：左中）

　和歌山県立博物館主任学芸員

・近藤 壮（右写真：右上）

　共立女子大学文芸学部准教授
　前和歌山市立博物館館長

・揖 善継（右写真：右中）

　和歌山県立自然博物館主査学芸員

司会

・藤本 真名美（右写真：左下）

　和歌山県立近代美術館学芸員

　新型コロナウイルスの影響により、2020
（令和 2）年 6月21日に予定されていた企画
展「もようづくし」のシンポジウム「もよう
がたり」の美術館での開催は残念ながら中
止となりました。その後、各パネリストの
発表を録画し、動画を和歌山県立近代美
術館公式 Youtube チャンネルにて公開して
います（https://bit.ly/momaw20200623）。
　本稿では、それぞれの発表を踏まえて、
パネリスト同士で行った議論を、紙上シン
ポジウムという形でご紹介します。
　　　　　　　　　　　　 （藤本真名美）
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の晩期は比較的シンプルな装飾が多いで
す。それでも縄文時代を通じて、一般的に
加飾する、装飾を施す、というところに相
当なエネルギーを費やしていて、相当な熟
練した技術がないとできなかったのだと思
いますね。なぜそこまでやらなければなら
なかったのか、というのはちょっとわかり
ません。弥生時代との世界観の違いなの
か、非常に不思議さを感じますけれど。

揖

　たとえば蝶の模様で、なぜこんなに緻
密な柄を押し込めるんだと言いたくなるよ
うな、イボタガという蛾がいるのですけれ
ど、それと今回の展示にすごく通じるもの
があると思うんですよ。また、そういう自
然の造形にもヒントを得たのかなと思った
りもしますけれど。ちょっと面白いのは、
一般的に生物は、基本的に左右対称が美
しいとされることが多くて、それから崩れ
るのはモテなかったりするのですが、イボ
タガは左右非対称で、微妙にずれたりす
る。そういういろんなものがいます。

近藤

　模様は大きく人間が作ったものと、自然
界に存在するもののふたつに分けられると
思うのですが、皆さんの話をうかがって、
なぜそのような形をしているのか、なぜそ
のような色をしているのか、そういったこ
とにも意味がある、というのが、とても興
味が惹かれたところですね。

揖

　そうですね、ひたすら後付けに考えて「こ
うだろう」ということでしかありませんが、
機能は検証できます。しかしなぜその模様
になるに至ったのか、というところは難し
い話ではありますね。魚のアイスポット（偽
の目）の話でも、目を守るために体の別の
場所に点があるのはわかるのだけど、なぜ
そこに点ができたのか、また共通する種類
がいるのか、となると難しい話です。

模様が示す意味について
藤本

　模様には、吉祥模様など、ただきれい
というだけではなくて、別の意味が込めら
れているという例があります。今回の展示
でも、模様のもつ意味を引用した作例をい

くつか紹介したのですが、年月を経て、引
用によって別の表現に作り替えられたよう
なものは古い時代にもありますでしょうか。

大河内

　宗教美術では、引用よりもやはり、モチー
フの転写を繰り返すことを徹底している気
がします。モチーフの組合せの中で新しい
見え方を工夫するという手法よりも、設定
された、あるいは継承された模様を、正し
く再現していくようなところに、価値があ
るように思います。

揖

　たとえばその截
きりかね

金で、こういう像にはこ
ういうものとか、パターンはあるんですか。

大河内

　文様によって、言い方が難しいですけど、
格の上がある、下があることはあり得て、
花の取り上げ方でも、牡丹と梅とでは格式
が違うといった例があります。使用者との
関係であったり、さまざまな問題の中で、
豪華な構成にする、そうではない構成に
する、というのもありますね。また、文様
自体に、使う側が意味を載せていることは
あるかもしれないですね。見た人もそれを
読み取って、一定のメッセージを受け取る、
ということはあるかもしれないですね。

揖

　こんな模様使っているから、だいぶ偉い
人なんやな、とか。

大河内

　皇帝しか使えない龍の文様みたいなもの
がありますね。それが使われた場合に、こ
ういう人でしか使えないものだから偽物だ
なとわかる、とかね。

揖

　金で装飾するのは鎌倉以降ということで
すが、たとえば飛鳥とかもっと古い時代の
仏像というのは、どういう感じだったんで
しょう。

大河内

　ちょっと誤解を招く言い方をしてしまった
かもしれませんけれど、彫刻としての仏像
自体が、たとえば鍍

と き ん

金されている、という
のは大昔からあるんです。けれど、絵画の
中では、平面の中に金属製の素材で、金
の加飾をしてしまうと、きわめて平面的に
なってしまう。それは中国由来の絵画の伝

統からすれば、奥行きを失ってしまうので
よくないわけですね。だから基本的には、
そういうことはしない、というのが絵画の
理屈です。しかし、日本では、特に鎌倉
時代後期になってから、仏身に金箔や金
泥を使って全身皆

かいこんじき

金色にするということが
起こる。金ピカの仏身が絵画では「和

わ よ う

様」
の一つのあり方となるわけです。

揖

　鎌倉の頃に彫刻ではかなり写実的なも
のが台頭してくると思うんですけれど、そ
ういった立体にデザインとして起こせるよう
になったのでしょうか。

大河内

　実際立体の方はいくら金箔を貼っても、
モノが立体なので、立体的に見えるんです
けれど、絵画の場合は金の上に截金を載
せてもやっぱり立体感を表現するというの
は、難しい。たとえば隈

くま

みたいな感じにで
きないので。それでも、これは言ってみれ
ば日本の中で、仏を画面上で立体的に表現
しないといけない、というその約束事より
も、仏自体を、お経に基づいて、金ピカに
する方が優先されたんですね。だから絵画
性でいえば立体感のない絵になってしまっ
ているから、その部分でいえば評価は逆に
下がるかもしれないけれども、でも信仰対
象としての仏画としては、それで十分成立
している。

藤本

　どうしても金だと平面的になるというとこ
ろが、いわゆる日本絵画の装飾性というと
ころにつながっていくのかなとも思います。
模様にとっても平面性は重要な一要素であ
りますし、模様と金は、親和性が高いの
かもしれません。

揖

　光を意識してますよね。金に金だとか。
反射が変わると、見える模様。

大河内

　今回の展示では、素材の脆弱さもあって、
着物の類は展示の中では構成に入れられ
ていなかったけれど、その織物の美しさと
模様というのは、重要です。見えるのか、
見えないのか、いかにもはっきりした模様
もあり、白地に織りの綾のかけ方の違い
で模様にするものもあるから、そういう模

萩野谷正宏
「縄文・弥生時代の土器と文様」動画の冒頭部分
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様に対する意識はあるんだろうと思います
ね。仏像の模様って、究極的にはそうした
染織品の美の部分も受け継いでいるのか
な、という気がしますね。

近藤

　模様を考えるとね、染織品というのは外
せないところがありますね。

揖

　オリジナルですよね、いわば。

近藤

　例えば軸装された書画。表具の天地（上
下）や一文字といった部分にどのような裂

きれ

地
じ

を使うかというのも、本紙に表現されて
いる内容と無関係ではあり得ません。

藤本

　今回の展示では、そこまで掘り下げられ
なかったのですが、染織品も紹介できれ
ば、模様のより奥深い世界をご覧いただけ
たことと思います。近代の和歌山では染織
産業も盛んだったので、今後の課題として
調査を進めたいところです。

模様における性差・役割等に
ついて
藤本

　さて身体を飾るというところでは、揖さ
んの魚の性別に関する模様の話を聞いてい
て思ったのですが、古代でも女性が頬に刺
青の模様を入れたりしますよね。そういう
性別での模様の違いはあるのでしょうか。

揖

　たぶん生物的には生殖するという行為
自体は共通しているのではないでしょう
か。魚は繁殖戦略というか、どういった婚
姻形態を取るかによって、いろいろありま
す。雄と雌と同じような模様のものもあれ
ば、雄が派手なパターンが多いですけれど、
雄が派手になって雌に選ばれようとするパ
ターンとか、そういうものはいろいろ存在
します。婚姻形態とか、どういうふうに配
偶者を見つけるのか、どういったものがモ
テるのか、というところが生物的にはたぶ
ん大事なんだと思いますね。いかに他より
優れているか、というのをアピールする、
というところですね。刺青などに関しては
そういう面と、もっと呪術的なことも、あ

ると思うんですけれど。

萩野谷
　刺青は男性に多いようですが、呪術的な
意味が含まれつつ職掌や身分との関係が
深いようですね。シャーマン、巫女など特
別な職掌の女性が、特定の装いをする、と
いう例も埴輪などからわかります。あるい
は、和歌山の古墳時代の海辺の集落や墓
から出土する刀剣で、直

ちょっこもん

弧文という文様が
彫られた鹿角製の把

つか

や鞘の部品があるん
ですけれども、それらは海の民や地域の豪
族などで特別な役割をもつ人々が使った刀
剣に特徴的な文様 · シンボルであったと言
われています。一方で、性差を文様の違い
として、土器などの道具に表現したという
のはおそらくあったとは思うのですが、な
かなかそれを考古学で証明することは難し
い。むしろ職業や身分の差を、文様や形に
よって明確に表現した、ということはかなり
あったと思いますね。

揖

　仏像にしてもそうですけれど、他といか
に違うのかを示すための模様なんですね。
一般人ではなくて、仏様ということを差別
化するっていうのかな。この点に、どれだ
け注力されたのか。

萩野谷

　個人が特定の集団に属すること、性別
の差であったり、職業の差であったり、身
分の差、あるいはムラの違い、地域の違い
かもしれない、何らかの集団に属している
ということを示すために、文様をシンボル
として表現する。それは抽象的なものかも
しれないし、あるいは写実性のあるものか
もしれない。そういったことは確かに古代
からあって、でもわかることはごく一部で、
まだまだわからないことは、縄文・弥生時
代、そして古墳時代にも、たくさんあるの
かなと思います。

揖

　アイヌの模様とか、彫り物だとか、イギ
リスでは家ごとの模様とかね、いろいろな
チェック柄がありますよね。

大河内

　日本では家紋。俗な言われ方では、男紋、
女紋もそうですね。それぞれの家の伝統
で模様の違いもありますよね。そういうま

さしく文様がそこまで意匠化されたときに
は、区別するための標識という使われ方を
しているのがひとつの在り方ですね。一方
で、男らしい文様、女らしい文様っていう
のは、ちょっと考えてみたけれど、色の場
合には「女はピンク」というようなジェンダー
の区別がある。一方、意匠化された模様で、
そこに性差があるケースっていうのはない
のか……ないって言い切ってしまうのも怖
いけれど。案外、中性、ニュートラルなの
かな。

近藤

　家紋については、裏紋とか替紋というの
がありますね。つまりそれは女紋、女性が
つける家紋です。それから家紋で思いつい
たのですが、たとえば紀州徳川家の家紋
がついた漆器などの大名道具。《葵紋散唐
草蒔絵硯箱》を例にしてみましょう。黒漆
の地にたくさんの葵の紋が金や銀で象嵌さ
れていて、そこに唐草の文様が金蒔絵であ
しらわれている。黒地に金銀の葵紋と金
蒔絵の唐草紋など、いろいろな模様を重
ねて荘厳し、それで格を高めていくのです
ね。模様にはそういった機能があると思い
ます。

揖

　僕も家紋はけっこう好きなんですけれど、
自然物の抽象化もすごく多いですね。それ
を一回抽象化したものを、もう一回デザイ
ンに落とし込む、っていうのは、面白いで
すね。多分自然のデザインをシンプルにし
たもの、あれだけ種類があるっていうのは、
そうないと思うんですけれど。

柳宗悦のことばについて
藤本

　最後に皆さんへお尋ねします。柳
やなぎ むねよし

宗悦が、
「模様は美の伝達者である。模様によって
吾々は自然の見方を教わる」というようなこ
とを、象徴的に語っています。各分野の皆
さんは、この言葉をどのように解釈されま
すでしょうか。

揖

　我々生き物マニアが魚だとか虫だとかを
覚えるときにまず図鑑というものを見るん
ですね。図鑑を見てそれぞれの模様だった
り形であったり、違いを反復的に見て実物

近藤壮
「駿河屋の菓子木型に見る模様」

大河内智之
「仏を荘厳する金色の模様」
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と比べて、「これは違う」という識別を繰り
返して、種類を判別していく。いわば自然
を認識していくわけですね。その最初の認
識としての型というベースに図鑑があって、
その模様を見ることによって、自然の中の
ものの区別がつくようになっていく。その
繰り返しで、いろんなグラデーションのか
かっている自然を分けていくことができる
というのは、まさに科学の「科」の「わけ
る」ということだと思うんです。そういった
Typical（典型的）な図鑑を作ることが科学
であると同時に、それによって、新たな自
然の発見が生まれることがあります。模様
とは、私にとっては図鑑であるとか、そう
いうベースとなる基礎科学の積み重ねとな
るものなのかな、という風に思いましたね。

藤本

　標本もそうですよね。同じ形のものでパ
ターンの違うものが並んでいくと、模様の
違いがよくわかって、自然界の広がりとい
うのもわかります。展覧会でも標本のイメー
ジに近い作品もいくつか紹介したのです
が、一個一個、違うものを並べていく、と
いうのは世界の縮図のようだな、と思いな
がら見ていました。

揖

　たとえば、手塚治虫にしてもそうなんで
すけれど、多くの芸術家は小さい頃に昆虫
採集をしているんですね。それによって自
然を見る、自然を切り取る眼が養われてき
たんですよね。そういったところに、自然
科学の面白さとか普遍性がちょっとあるの
かな、という気がしますね。

萩野谷

　私の専門は弥生土器なんですが、先ほ
どお話ししたように弥生土器には櫛

くしがきもん

描文な
どシンプルな文様が多いですよね。初めは
ひとつの棒で描いていた一本一本の線が、
やがて棒を束ねた櫛描文によって幾何学的
な文様を表現するようになり、やがて櫛描
文も廃れて文様があまり描かれなくなって
いく。このような弥生土器の文様から、自
然界の何かを写し取ったということは、な
かなか読み取りづらい。割と抽象化した表
現が多いかなと。一方で写実的な表現も少
しあって、土器に矢の刺さった鹿や、武器
を持つ人、舟、鳥、魚などを線刻で描く表

現。それを広義の模様、文様と呼ぶので
あれば、自然界のものを取り込んでいて、
しかし神聖視するだけでなく、自然を征服
しようという弥生人の観念が読み取れると
いう説もあります。どうも弥生土器から見
た場合には、自然への畏敬の念とか、そ
ういったものを感じ取ることは、もちろん
できなくはないんですけれど。でも、むし
ろそれよりもさまざまな文様をもつ縄文土
器を見たときに、文様をつけるときに使う、
貝殻や竹の筒、撚り紐ですね、そういった
身の回りにあるたくさんの自然の素材を道
具として使って土器を飾ろうとしている。そ
れだけではなくて、たとえば縄文土器には
立体的な造形として、カエルや蛇、猪の表
現があって、それが抽象的な文様の中に取
り込まれている。おそらく自然界にあるも
のを神聖視するなかで、縄文土器にはこう
した造形が生まれてくるのかなと。あくま
でも個人の印象ですが、そういった眼で見
ていくと、どうも縄文土器の方が自然を取
り込みつつ、自然に対する畏敬の念を強く
感じながら、自分たちが生を受けて自然の
中で生活をしているという生活感みたいな
ものや祈りの気持ちが伝わってくるのかな、
と思います。そのなかで、縄文土器の文
様は抽象化したものの意味はわかりません
が、写実化されたものを見る限り、かなり
自然と融合した造形を生み出しているのか
なと感じ取っているところですね。

大河内

　仏教美術で作られた模様というのは、
やはり自然に由来します。その抽象化する
なり、意匠化したものに、その形の美しさ
や整いを感じるわけですけれど、そういう
意味で、その模様の中に自然があって、そ
れが美の伝達者である、という言い方自体
は、なるほど確かにできるのかなと思いま
す。一方で、たとえば、自然界にあるけれ
ども形のとらえきれないものに、仏像でい
えば、雲

う ん き も ん

気文という文様があります。雲で
はなくて「気」なんですね。まさしく発生す
る気、オーラみたいなものをどう表現する
かという問題があります。また仏像の後ろ
の光背は光り輝いている状況を表すわけ
だけれども、光を形にしなければならない。
まさしく自然なんだけれど、それをどうす

るかという時に、線状のものにしてみたり、
あるいは舟形の光背にしてみたり、その舟
形の光背の中には、雲気文、雲がもくもく
しているものを埋めていることがあります
ね。随分想像を加えながら、造形化してい
る。自然の造形そのものというよりは、人
間がイメージするところの自然なのかもし
れません。自然は大いなる先生だけれども、
先生を見たまま写すだけが文様のルーツで
はなくて、より重層的な発生の仕方をする
のかな、というふうに思いますね。美のルー
ツは自然にあると言うけれど、自然を見る
人の眼にこそ、美のルーツがある、という
言い方もできるかもしれないですね。

近藤

　自然界には模様がその辺にころがってい
ますよね。いま視線を下に移せば、この床
にも木目があり、これも模様といえます。
また人間が創造したものにも模様が溢れて
います。結局のところ、模様を人間がどう
見るかということだと思うのです。縄文土
器が作られたときも、仏像が作られたとき
も、また菓子木型が作られたときも「美術」
という概念はなかったわけです。つまり模
様という造形表現を現代の私たちは「美術」
という概念を超えて、どのように見るか、
どのように理解するかということが重要で
はないかと思うのです。
　皆さんの話を伺って、模様というのは、
人々 の信仰であったり、人間の生活や営み
であったり、「美術」の範疇では収まり切れ
ないものがあると改めて思います。模様と
いうひとつの造形表現から、人間の生きて
きた証しというか、そういうものを感じ取っ
たり、理解しようとすることは、とても大
事なことだと思いますね。

藤本

　本日はさまざまな分野から、貴重なご
意見をいただき、ありがとうございました。
多角的に模様を見つめ直すことができ、よ
りその魅力を知ることができました。今回、
お客様に直接聞いていただくことは叶いま
せんでしたが、ぜひこの議論を公開して、
多くの人に模様の世界を楽しんでいただけ
ればと思います。

藤本真名美
「近現代の美術と模様」

揖善継
「魚の体表に見る模様」

Richard P. Taylor, “Order in Pollock's Chaos,” 
SCIENTIFIC AMERICAN, December 2002
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　「保存の話をしよう。」では、専門用語はな
るべく避けてきましたが、ひと言で多くの事
柄をまとめて指す場合、特別な言葉がどう
しても必要になってきます。
　IPM（アイピーエム）は、「総合的有害生物管
理」、つまり「Integrated Pest Management」
の頭文字です。ここでいう有害生物は、お
もにカビ、そしてムシです。ムシは作品を食
べて損なうだけでなく、排泄物を残し、作
品を汚すため、かつては収蔵庫中に薬剤を
充満させ、処理していました。カビもこの薬
剤で処理できました。農場でムシの害が出
たら、大量の農薬で根絶やしにするイメー
ジで、ひとつの方法で効果を上げうる明快
な手段です。しかしこれは環境に負荷をか
け、人の健康にも害のあることでした。
　作品の大規模な燻蒸に使われていた薬剤
は、地球のオゾン層に影響を及ぼすため、
その生産と消費を 2004 年末までにやめる
ことが「モントリオール議定書」を締結した
世界の国々の間で決められました。そのた
め、替わりの薬剤を使うだけでなく、ムシ
やカビの被害が出る前に予防することに重
点がおかれるようになったのです。

　当館と福島県立美術館が共同で企画した
「もうひとつの日本美術史——近現代版画の

　IPM は 5 段階の対策、「回避」「遮断」「発
見」「対処」「復帰」によって行います。具体
的な場合を想像するとわかりやすいでしょ
う。基本は自宅でも美術館でも同じで、ム
シを増やしたくない場合、まずしっかり掃
除をして、食べ物を出しておかない、水気
も拭き取っておくようにします。これが「回
避」にあたります。そして、扉の隙間を埋め
るなど、外から侵入できるルートを「遮断」
します。
　自宅と異なるのは「発見」を待つのでは
ないところです。美術館では被害が小さい
うちに見つけたいので、粘着剤がついた市
販のトラップを定期的に置いて捉えて調べ、
また糞や抜け殻も探します。見つかれば、
殺虫剤を使うことも含めた「対処」をしなが

名作 2020」展の図録が、美術館連絡協議会
（美連協）主催による 2020 美連協大賞「優秀
カタログ賞」を受賞しました。
　美連協とは 1982 年に読売新聞社および
日本テレビ放送網等の呼びかけにより発足
した公立美術館の連携組織で、現在は全国
47 都道府県の公立美術館約 150 館が加盟
し、巡回展企画等の連携を図っています。
　美連協大賞では毎年、美連協主催展およ
び加盟館の自主企画展の中から、優れた展
覧会の企画やカタログ、論文が顕彰されます。

ら出現を観察し続けます。継続的な「回避」
と「遮断」、「対処」により、その場所はムシ
にとってきわめて居心地の悪い空間になりま
す。安全な環境の「復帰」は、自宅なら心穏
やかな暮らしの再開でしょうか。「ステイホー
ム」が勧められているこのごろ、お試しにな
るのはいかがでしょう。
　方法のそれぞれは決定的ではありません
が、組み合わせて効果を上げられます。当
館がこの方法をとっているのは、こうすれば
新しく収蔵庫に入れる作品のために最小限
の薬剤を使うだけで済むからです。また、
それぞれの記録の蓄積によって作品保存環
境の傾向が把握でき、何かが起こる前に対
策を立てられるようになることも期待してい
ます。　　　　　　 　　　　 （植野比佐見）

当館は昨年度の特別展「日· チェコ交流 100
周年 ミュシャと日本、日本とオルリク」にお
いても同賞を受賞しています。
　この展覧会にあわせて、版画の作り方を
知っていただくため、技法解説のリーフレッ
トも製作しました。版画の基本的な 4 技法
を、図入りでわかりやすく紹介しています。
当館では版画を展示することが多いため、
展覧会は終了しましたが今後も配布を行い
ます。ご希望の方は、ミュージアムショップ
や受付でお声かけください。  　（青木加苗）

｢保存｣の話をしよう。

⑮  I P M と い う 手 法

メールマガジンでは展覧会の情報はもちろん、講
演会、トーク、ワークショップなど当館に関連す
るタイムリーなトピックスを定期的にお届けして
います。当館ウェブサイトよりご登録いただけ
ます。また Facebook や twitterでも、最新の情
報を発信しています。あわせてご利用ください。

1. 
2. 

3.
4.
5. 
6. 

展覧会の無料観覧
各種行事への参加（美術鑑賞ツアー、ミュージアムコン
サートなど）
展覧会のご案内、美術館ニュース、その他情報の配布
版画の頒布会への参加
当館ミュージアムショップでの割引
館内レストランでの割引

ミュージアムショップにてお手続きい
ただけます。会員証即日発行。郵便
振替でもお申し込みいただけます。
詳しくは友の会事務局まで。
Tel. 073-436-8690　　担当： 中川

一般会員  6,000 円
学生会員  3,000 円

友の会　会員特典いろいろ
入会のご案内

メールマガジン  Facebook　twitter ご案内

「回避」　たとえば、おやつも密封容器に入れます 「発見」トラップをおいて、観察しています

今年も美連協大賞「優秀カタログ賞」を受賞！ ——『もうひとつの日本美術史——近現代版画の名作 2020』


